
自動MDF切替用品用マルチケーブル

手 動 M D F へ の 切 り 替 え ツ ー ル の ご 紹 介

概 要

RT-BOXの既設自動MDFを手動MDFに切り替える際、

本切替用品を用いてマルチ接続することにより、切り替え

作業の事前準備が可能となり、切り替え作業を効率的に

行うことができ、工事コストの低減を図ることができます。

切り替え手順

構 成 例（3,200対モデル）

マルチケーブル・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 64組 PATコネクタ用かん合工具・・・・・・・・・・ 1個
浮かし工法MDF（仮設MDF枠）・・・・・・ 1式 PATコネクタ用分離工具・・・・・・・・・・・・ 1個
バーチカルバー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5組

①

既存設備と接続されている加入者ケーブルの
PATコネクタにマルチケーブルを接続します。

②

③

取り外した加入者ケーブルのPATコネクタを新規設備側
のPATコネクタとマルチケーブルを取り付けたまま接続します。

④

既存設備側に接続されている加入者ケーブルの
PATコネクタを分離工具を使用して取り外します。

⑤

加入者ケーブルと新規設備側のPATコネクタを
勘合工具により接続します

マルチケーブルの残っている片方側を新規
設備側のPATコネクタに接続します。

最後にマルチケーブルを取り外します。

⑥
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50A-ARR

加入者ケーブル

マルチケーブル

50-A ARR 60-A ARR
AMDF-M<A>
AMDF-センロセイタンARR

これからのMDF手動化にいかがですか？

マ ル チ ケ ー ブ ル ご 利 用 シ ー ン


